
図 書 館 と業 務 と私

整理課 武 田 美 紀

自分に所有権のない本には、何 とな くせか

されているような雰囲気があって、図書館の

本は、実はあまり好きではない。どんなに必

要な本で も、期限 じゃ足 りないと思 っても、

よほどでない限り期限一杯まで持 ってい られ

ない。借 りた本を読むことが最優先事項 に

なって しまう。夏向きの戯言を言 うなら、未

来の借り手達からの圧力かもしれない。

それで も、学部生ごときには贅沢す ぎる金

額 と、どこででも手に入 るわけではないこと

で、大学時代は年次を追 うごとに図書館利用

が増えていった。図書館 も図書 も、文字通 り

利用する もの、資料 で しかな くな っていっ

た。母校はキ ャンパスが分かれていて、3、

4年 の通う本部キャンパスの図書館には研究

資料や参考図書類ばかりだったせいか もしれ

ない。少な くとも、1、2年 の時は読むため

の本を探 しに図書館へ行 く方が多か った。

そんな図書館の本を図書館の本として存在

させるための仕事を している。希望が叶 った

という点では仕事運に恵まれたが、格闘 もの

の1年 だった。話に聞 く新米社会人生活に比

べて不安を覚えるほどに甘やかされているよ

うに自分でも思 うが、どっこい、整理課には

小姑がいたのである。

某社のパ ソコン、使用者を識別するという

高度 なフ ァジィ機能 を身につ けた彼女(?)

は、私にだけ ドライブの1つ を使用すること

を、おまえが悪いといわんばか りの態度で拒

否し続けた。経験が ものいう職人技のような

整理課の業務の中、当時唯一の仕事を奪われ

てはお手上げである。 もう一っの ドライブを

使用 しなが ら、ひたす ら下手に出る毎 日に、

「武田が機械 を壊 した」 とい う信懸性が高す

ぎて笑えない噂が館内を広まった らしい。結

局、掃除を しなかったのが原因 らしいという

のだか ら、小姑以外のなん だというのだろ

う。

おまけに、持ち前の要領 と当たりの悪さが

影響 した らしく、たまにしか使わない記号や

約束事に次々出くわ し、9月 、実習生を迎え

る頃には、たいがいの事はや りつ くして何で

も来いになっていたのだか ら、塞翁が馬とは

こういうことか と思う心中は、なかなか複雑

なのである。

整理課の仕事には誘惑 も多い。英国の庭や

ガウディの建築に見とれた り、辞典をめ くる

手が止 まらなか ったり、古い新聞記事に笑い

を こらえたり、整理する手が止まろうとす る

のを小心な良心がひきとめるのである。デー

タを作 ったり分類をっけた りす るために本に

目を通すのは、今まで学部 も読書傾向 も文学

系ばか りに傾りがちだったので、新 しく知る

楽 しさがある。辞書まで調べてわからないこ

とも多々あるが、わからないなりにお もしろ

かったりもして、楽 しすぎると誘惑されるの

である。利用者が見 ることのないブ ックカ

バーの綺麗 さや新刊案内など、 この課だけ

(?)の 楽 しみもある。

結局、整理課の仕事が好きなようで、いろ

んな意味で幸せな人間だと自分でも思う。

大学図書館 は、その大学で勉強、研究で き

ることに関す る資料の大方はあるところで、

資料を一番手軽に手にできるところのように

思う。気付いたのは卒論 も試験 も終わった後

だから後の祭 りであるが、就職先が大学だと

いうので、ゼ ミのOBに 「勉強が続けられる

ね」と言われたこともある。大学図書館はそ
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ういうところなのだろうと思 う。だか ら、特

に学部生の人には、まず、図書館で資料を探

してみて欲 しいと思 う。学部学科が多 いか

ら、思わぬ資料が発見で きた りもす るだろ

う。なにも見返 りなんて期待 していないけれ

ど、 泣 く よ う な 思 い で パ ソ コ ン と格 闘 して

デ ー タ を 作 った 図 書 達 だ か ら、 や っぱ り、学

内 中 の 人 に 利 用 して も ら い た い し、 大 事 に し

て 欲 しい し、 い っ ぱ い 使 って 欲 しい 。

中央図書館日誌抄 編集後記

●平成4年12月1日

通信教育部 図書館実習(8名)

稀襯書見学 玉川大学教授 小坂丈予氏

●平成5年3月27日

私立大学環境対策協議会 図書館見学

●4月12日

中央図書館蔵稀襯書展(近 畿大学生物理工

学部開学記念)

部図書館にて開催

近畿大学生物理工学

●6月15日

目録情報検索システム(図 書)テ スト版稼働

和歌山県打田町に開学 しました生物理工学

部図書館か らも、緊張感あふれるお便 りが届

きま した。開館準備に追われたあわただ しい

日々も懐 しい思い出となりま した。

6月15日 、目録情報検索 システム(図 書)

のテス ト版が稼働 しました。端末機の前で、

メモを手に手慣れた検索をする学生、友達 と

画面を確認 しながら検索する学生、係員の説

明を受けなが ら検索する学生、閲覧室の新 し

いひとコマです。これか らも機械化 という名

目に流されることな く機械化以前と以後とを

見据えなが ら、利用者サービスの充実を考え

ていきたいものです。

御寄稿 くださった皆様、播絵を描いて くだ

さった楠田先生に心か らお礼を申しあげます

と共に、より良い館報を作 るために皆様の御

寄稿をお待ちしています。

編集委員

河合 忠信 森上 修

中尾 民子
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